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≪農民連埼葛支部地域内での 

各種ぼかし作りの報告と発展方向≫ 

農民連埼葛支部（前春日部支部）では、2011 年８月

～2012 年３月までの間、乳酸菌もみがらぼかし作り方

講習、現地指導会を３回開催し、延べ１２０人の参加者

を迎えました。これまで１５名の方がもみがらぼかしを

作りました。 

もみがらを分解させるには、これまでは６～２４ヶ月

かかっていたのが、３０～４０日で完成します（切りか

えしは１～２回）。このことが、まず大きな関心を呼び

ました。同時に、このぼかしを施した野菜や大豆、いち

ご等々が良くできたことでした。更に拍車をかけたのは

GP農法との結合でした。「害虫が来ない、害鳥も大幅に

減った。病気も各種の生理障害もかかりにくくなった」

などの報告がありました。それに、お店での評判も良く

なりました。 

 

長い間、春日部支部の会員は１５名前後でしたが、今

年になり１０名も増えました。年末までにはあと５名、

来年春までには合計６０名以上にする予定です。 

GP 農法で扱う資材の中でも大きな要となるのは、雑草

エキスです。処理に困っていた雑草が、病虫対策や土づ

くりにも効果があることが、農民連の回りの農家や家庭

菜園愛好者の中でも評判になりだしました！ 

 

 

≪今後、生産資材にGP農法資材の活用≫ 

①ついに完成した【オカラ＋もみがら＋GP 資材】での

オカラぼかしの試作 

②処分に困っている芋焼酎粕。食品加工残滓の堆肥化等 

③畜産廐肥の加工等 

④焼却処分されている街路樹を加工して副資材として 

活用等 

⑤その他 

 

これらはGP資材との組み合わせでいずれも素晴らしい

商品になるものです。 

 

 

≪GP農法現地視察会１０月２８日（日）に延期≫ 

NO．１０で紹介した９月２９日丹波黒豆畑の視察会で

すが、数名の参加申込みがありました。有難うございま

す。予定地の畑は、８～９月花盛りでしたが、９月末だ

とまだ着莢が小振りなので、申し訳ありませんが、１０

月２８日に延期致します。鈴なりに莢のついた姿を見て

頂きたいと思っています。８～９月の埼葛地方は連日の

快晴で、その影響のようです。 

 

 

≪雑草エキスの試供品≫ 

雑草エキス（５００ｃｃ入り）を１～２本、希望者に

試供品として差し上げます。 

近隣の方には直接手渡しですが、遠方の方には送料のご

負担をお願いします。山口さんと高橋さんのところで合

わせて５００L程あります。先着順です。涼しくなると

雑草の種類も減り、製造に適さなくなりますが、１０月

中くらいまで作れると思います。 
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切手を下記まで送付ください。着き次第発送します。 
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元気 パワー 

無農薬自然農法 
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TEL 090-4672-1285 

丹波黒豆畑の様子 ９月１３日


